
３ 漁業信用保険勘定

（１）漁業保証保険業務

（単位：百万円）
金 額 金 額

経常費用 経常収益
事業費 事業収入

保険事業費 保険事業収入
保険金 7,064 保険料収入 552 
保険料払戻金 29 回収金収入 1,307 
回収奨励金 31 違約金収入 1 
責任準備金繰入 379 支払備金戻入 2,821 

7,503 政府事業交付金収入 2,724 
一般管理費 7,406 

人件費 185 
直接業務費 21 財務収益
管理業務費 37 受取利息 1 
賞与引当金繰入 14 有価証券利息 499 
退職給付引当金繰入 14 財務収益合計 500 
減価償却費 7 

277 雑益 36 
財務費用 0 
経常費用合計 7,780 経常収益合計 7,942 

経常利益 162 
当期純利益 162 
当期総利益 162 

一般管理費合計

事業収入合計

科　　　　　　目

      事業費合計

科　　　　　　目

（自　平成20年4月1日　至　平成21年3月31日）
損　　益　　計　　算　　書

（単位：百万円）
金 額 金 額

（資産の部） （負債の 部）
Ⅰ　流動資産 Ⅰ　流動負債

現金及び預金 2,526 リース債務（短期） 0 
有価証券 5,666 引当金
未収金 411 賞与引当金 14 
その他の 流動資産 98 政府事業交付金 448 

8,700 支払備金 158 
その他の 流動負債 4 

Ⅱ　固定資産 625 
１　有形固定資産 Ⅱ　固定負債

建物 5 リース債務（長期） 0 
減価償却累計額 △1 引当金

工具器具備品 14 退職給付引当金 213 
減価償却累計額 △8 責任準備金 3,559 

10 3,771 
4,396 

２　無形固定資産 12 （純資産の 部）
Ⅰ　資本金

３　投資その他の資産 政府出資金 26,852 
投資有価証券 22,648 民間出資金 1,091 
敷金・保証金 4 27,944 

22,652 Ⅱ　資本剰余金
特別出えん金 120 

22,674 120 
Ⅲ　繰越欠損金

当期未処理損失(△) △1,086 
（うち当期総利益） (162)

△1,086 
26,978 

31,374 31,374 

流動負債合計

固定資産合計

繰越欠損金(△)合計

投資その他の 資産合計

資産合計 負債純資産合計

　資本金合計

　資本剰余金合計

流動資産合計

負債合計

純資産合計

（平成21年3月31日現在）
貸　　借　　対　　照　　表

科　　　　　　目 科　　　　　　目

　固定負債合計有形固定資産合計

１．貸借対照表

（１） 平成２０年度末における資産総額は３１３億７４百万円（２３億２２百万円減）
と保険金の支払に伴い減少している。

（２） これに対して、負債総額は４３億９６百万円（２５億円減）である。
主な内訳は、支払備金１億５８百万円（２８億２１百万円減）、責任準備金３５

億５９百万円（３億７９百万円増）、政府事業交付金４億４８百万円（５９百万円
減）である。

（３） 純資産総額は２６９億７８百万円（１億７８百万円増）である。
主な内訳は、政府及び漁業信用基金協会からの出資金２７９億４４百万円（増減

なし）、繰越欠損金１０億８６百万円（１億６２百万円減）である。

２．損益計算書

（１） 平成２０年度の経常費用は７７億８０百万円（２７億３７百万円増）、経常収益
は７９億４２百万円（４６億８８百万円増）であり、この結果、当期総利益は１億
６２百万円（１９億５１百万円増）となった。
これについては、前事業年度から繰り越した損失に充てることとする。

（２） この主たる要因は、
・ 費用においては、遠洋かつおまぐろ漁業者の一部廃業等に伴い基金協会におい
て多額の代位弁済が発生したことなどから保険事業費（保険金、責任準備金繰入
等）が７５億３百万円（２７億７１百万円増）となったこと
・ 収益においては、政府事業交付金収入が２７億２４百万円（通常分４億８４百
万円（１億１８百万円増）、平成２０年度補正分２２億４０百万円）、回収金収入
が１３億７百万円（１７百万円減）、支払備金戻入が前年度２１億９８百万円の
繰入が今年度２８億２１百万円の戻入（収益の５０億２０百万円増）となったこ
と

等による。



（２）漁業融資保険業務

（単位：百万円）
金 額 金 額

（資産の部） （負債の部）
Ⅰ　流動資産 Ⅰ　流動負債

現金及び預金 52 リース債務（短期） 0 
有価証券 70 引当金
その他の流動資産 2 賞与引当金 0 

125 その他の流動負債 0 
0 

Ⅱ　固定資産 Ⅱ　固定負債
１　有形固定資産 リース債務（長期） 0 

建物 0 引当金
減価償却累計額 △0 退職給付引当金 6 

工具器具備品 0 6 
減価償却累計額 △0 7 

0 （純資産の部）
Ⅰ　資本金

２　無形固定資産 0 政府出資金 160 
民間出資金 20 

３　投資その他の資産 180 
投資有価証券 88 Ⅱ　資本剰余金
敷金・保証金 0 特別出えん金 － 

88 － 
Ⅲ　利益剰余金

88 当期未処分利益 26 
（うち当期総利益） (6)

26 
206 

213 213 

　固定負債合計

純資産合計
利益剰余金合計

科　　　　　　目

資産合計

流動資産合計

投資その他の資産合計

固定資産合計

有形固定資産合計
負債合計

流動負債合計

負債純資産合計

　資本剰余金合計

　資本金合計

科　　　　　　目

貸　　借　　対　　照　　表
（平成21年3月31日現在）

（単位：百万円）
金 額 金 額

経常費用 経常収益
事業費 － 事業収入 － 
一般管理費 財務収益

人件費 5 受取利息 0 
直接業務費 0 有価証券利息 12 
管理業務費 1 財務収益合計 13 
賞与引当金繰入 0 
退職給付引当金繰入 0 
減価償却費 0 

6 
財務費用 0 
経常費用合計 6 経常収益合計 13 

経常利益 6 
当期純利益 6 
当期総利益 6 

一般管理費合計

科　　　　　　目

損　　益　　計　　算　　書
（自　平成20年4月1日　至　平成21年3月31日）

科　　　　　　目

１．貸借対照表

（１） 平成２０年度末における資産総額は２億１３百万円（６百万円増）である。
主な内訳は、有価証券及び投資有価証券が１億５８百万円（３９百万円減）で

ある。

（２） これに対して、負債総額は７百万円（ほぼ同額）である。
主な内訳は、退職給付引当金６百万円（ほぼ同額）である。

（３） 純資産総額は２億円６百万円（６百万円増）である。
主な内訳は、政府及び農林中央金庫からの出資金１億８０百万円（増減なし）、

利益剰余金２６百万円（６百万円増）である。

２．損益計算書

（１） 平成２０年度の経常費用は６百万円（１百万円減）、経常収益は合計で１３百万
円（１百万円減）で、この結果、当期総利益として６百万円（ほぼ同額）となった。

（２） この主たる要因は、収益として、財務収益が１３百万円（１百万円減）となった
ことによる。



（３）漁業融資業務

（単位：百万円）
金 額 金 額

（資産の部） （負債の部）
Ⅰ　流動資産 Ⅰ　流動負債

現金及び預金 467 リース債務（短期） 0 
有価証券 1,463 引当金
短期貸付金 18,962 賞与引当金 3 
その他の流動資産 32 その他の流動負債 1 

20,925 4 
Ⅱ　固定負債

Ⅱ　固定資産 リース債務（長期） 0 
１　有形固定資産 引当金

建物 1 退職給付引当金 64 
減価償却累計額 △0 65 

工具器具備品 3 69 
減価償却累計額 △2 （純資産の部）

2 Ⅰ　資本金
政府出資金 34,532 

２　無形固定資産 0 民間出資金 1,757 
36,289 

３　投資その他の資産 Ⅱ　資本剰余金
投資有価証券 6,356 特別出えん金 － 
長期貸付金 9,402 － 
敷金・保証金 1 Ⅲ　利益剰余金

15,759 当期未処分利益 329 
（うち当期総利益） (103)

15,761 329 
36,618 

36,687 36,687 

有形固定資産合計

投資その他の資産合計

負債合計

固定資産合計

流動負債合計

利益剰余金合計

　固定負債合計

流動資産合計

純資産合計

科　　　　　　目科　　　　　　目

（平成21年3月31日現在）

負債純資産合計資産合計

　資本金合計

　資本剰余金合計

貸　　借　　対　　照　　表

（単位：百万円）
金 額 金 額

経常費用 経常収益
事業費 － 事業収入
一般管理費 貸付事業収入

人件費 42 貸付金利息 49 
直接業務費 2 49 
管理業務費 8 財務収益
賞与引当金繰入 3 受取利息 0 
退職給付引当金繰入 3 有価証券利息 112 
減価償却費 1 財務収益合計 113 

59 
財務費用 0 
経常費用合計 59 経常収益合計 162 

経常利益 103 
当期純利益 103 
当期総利益 103 

科　　　　　　目

事業収入合計

一般管理費合計

損　　益　　計　　算　　書
（自　平成20年4月1日　至　平成21年3月31日）

科　　　　　　目

１．貸借対照表

（１） 平成２０年度末における資産総額は３６６億８７百万円（１億３百万円増）で
ある。
主な内訳は漁業信用基金協会に対する貸付金（短期及び長期）２８３億６４百

万円（１億３９百万円増）、有価証券７８億２０百万円（４億４２百万円減）で
ある。

（２） 負債総額は６９百万円（ほぼ同額）である。
主な内訳は、退職給付引当金６４百万円（１百万円増）である。

（３） 純資産総額は３６６億１８百万円（１億３百万円増）である。
主な内訳は政府及び農林中央金庫等からの出資金３６２億８９百万円（増減な

し）、利益剰余金３億２９百万円（１億３百万円増）である。

２．損益計算書

（１） 平成２０年度の経常費用は５９百万円（６百万円減）、経常収益は合計で１億
６２百万円（１４百万円増）であり、この結果、当期総利益は１億３百万円（２
１百万円増）となった。

（２） この主たる要因は、費用については、退職給付引当金繰入が３百万円（１百万
円減）となったこと、収益については、財務収益が１億１３百万円（６百万円減）
となったことによる。


